
ささ 

新本会議場で決意新たに、会派一丸となって

市政の重要課題に取り組みます。 
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新市庁舎移転に伴い、6 月の本会議から新たな議場での議会が始まりました。第 2 回定例会は 6

月 23 日から 7 月 7 日までの 15 日間にわたり開催され、新型コロナウイルス感染拡大を受け、

第 2 波、第 3 波に備える医療体制づくりや感染防止への対策、市内事業者への対応や子育て支援

などを中心とした補正予算について、「市民の安全・安心のために新型コロナウイルス感染症対策

の強化を！」の視点で、立憲・国民フォーラム会派からは以下のような議論を行いました。 

なお、今議会から採決が押しボタン方式になり、一般会計の補正予算案 174 億円はすべて可決

されました。 

 

 

 

 

ＰＣＲ検査強化事業で、検体採取体制の充実により検査可能件数の見込みと、第 2 波、第 3

波に向けた対応は十分か？ 
Ｑ 

簡易検体採取所 14 カ所で 7,200 件、医療機関 200 か所で 226,280 件を見込んでおり、

一日当たりに換算すると約 865 件となります。一日当たりの検査可能件数については、衛生

研究所は 120 件、民間検査会社 10 社は 8,480 件という回答を得ており、第 2 波、第 3 波

に向けて、第一波のピーク時に対応する件数を見込んだ検査体制としています。 

Ａ

また、かかりつけ医によって検査が必要とされた患者のうち、自家用車を保有し

ていない方、要介護等の理由で自宅等から外出が困難な方には、往診による検体採

取や輸送体制を強化します。 

今後のクラスター発生に対するリスク管理や感染拡大を防ぐために「横浜版クラ

スター予防・対策チーム」を設置したり、寄せられた相談内容等のデータ集積や分

析を行ったり、感染拡大期に迅速かつ効果的な対応を図る体制を整備します。 

 

 

 



新型コロナウイルス感染症 

コロナ禍における大地震などの複合災害に備え、避難所の運営に関するマニュアル

の充実や防災計画の見直しが必要ではないか？ 
Ｑ 

今後実施する訓練や研修等の場において、運営委員の皆様から現場の課題やご意見

を伺い、マニュアルの充実を図ってまいります。また、必要に応じて防災計画の見

直しも行います。 

Ａ 

今回の補正予算で、認可外保育施設も支援するとしたことは評価する。こうした支

援制度がなかったがゆえに、利用者への配慮の思いから、利用者に返金したくても

できなかった施設もあるのではないか。幅広く施設や利用者に支援が届くようにす

べきではないか？ 

事業者の中には、保護者に登園しなかった分の利用料を返還した施設もあると伺っ

ています。感染拡大防止の社会的要請を踏まえ、自主的に行っていただいたもので

す。このため、国の交付金を活用して、利用料を返還した事業者に対し支援するこ

とにしました。本事業は各区役所を通じて確実に全施設に連絡し、周知を行うとと

もに、国の給付金制度等、その他の活用可能な制度の紹介も併せて行うなど、有効

な支援情報もお届けできるよう工夫してまいります。 

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた増収効果を試算すべきと考える。ま

た、インバウンド（※訪日外国人旅行）による観光促進が見込めなくなったことを踏ま

えて、IR誘致は撤回すべきと考えるがどうか？ 

海外の IRがある地域では、新型コロナウイルス感染症が落ち着き営業が開始されて

いる地域もありますが、まだ、影響を評価できる状況ではありません。増収効果につ

いては、今後、感染症の影響を踏まえながら、選定される事業者とともに作成する区

域整備計画で明らかにしてまいります。 

また、横浜の観光は、日帰り客が大変多く、他都市よりも観光消費額が少ないのが現

状です。このような中、IRは国内客の滞在型観光を伸ばすうえでは大変なチャンス

だと考えております。市民の皆様の安全・安心な生活をお守りして、それを支える経

済活動の活性化に寄与していくものです。今回のコロナウイルス感染症からの回復に

は、まだ時間が相当かかると考えていますが、収束後には長期的な視点で経済回復の

起爆剤になると思います。 

補充的避難所も含め 661 か所の避難所には、感染防止対策としてアル

コール消毒液、マスク等の感染防止器材を整備します。 

Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 

感染拡大の影響による利用自粛などによって収入が減少した各種福祉サービ

ス事業者（乳幼児一時預かり、放課後児童クラブ、障害福祉サービス、介護

サービス等々）に対して事業継続のための支援が行われます。 

9 月 4 日よりカジノの是非を決める住民投票実施を求める署名活動が始まります。ぜひお

力をお貸しください。 



 

 

深谷通信所跡地整備に関して横浜市環境影響評価条例上の計画段階配慮書がまとまり、今

後跡地利用が環境に及ぼす影響について、環境の項目ごとに調査、予測、評価を行い、適切

な環境保全対策等を検討し、事業計画に反映させる環境影響評価を実施します。 

事業や地域の特性などを考慮した上で「温室効果ガス」、「生物多様性」、「水循環」、

「大気汚染」、「騒音」、「振動等」、「景観」、「文化財等」などの中から適切な評価 

項目の選定を行い、今後、市民の皆様に対してその評価項目を公表していきます。 

2021年度の都市計画決定がなされた後、工事に入りますが、事後調査を行いながら全面完

成までには 15年程度を要する見込みです。 

 

 

 

ようやくバス停留所そばに公衆トイレの整備が完了

します。今後も暫定利用中の維持管理を行うとともに、

外周道路や、外周道路と環状 3号線・環状 4号線を結

ぶ道路の検討、公園型墓地の整備に関する調査・手続

き等、公園整備に関する調査・手続きが行われます。 

「振り込め詐欺」

や「還付金詐欺」、そ

の他の犯罪等の未

然防止を図るため、

迷惑電話防止装置

が必要なところに

配布されます。 

 

都心へのアクセス向上など利便性が高まる中、「これからもずっと泉区に住み続けたい」「泉区に

住みたい」と思っていただけるようにと、定住・転入促進の取り組みが行われています。 

毎年 3回「泉区区づくり推進横浜市会議員会議」が開催され、泉区への関心と愛着を高め泉区で

安全に安心して暮らせるよう、地域の皆様と連携しながら魅力的で持続可能なまちづくりすすめま

す。6月 16日開催の会議では、事業の執行状況について確認議論しました。新型コロナウイルス

感染症の影響で、今年の連合自治会、単一自治会町内会の主な行事は中止の予定です。再開の時期

やその方法については、泉区役所がしっかりと支援していくよう申し入れました。 

 

地域協議会では、区

政の運営や事業、地域

に関わる区の施策な

どについての意見交

換・情報交換をするた

め、各地域の方が集ま

り議論を行っていま

す。 



 

 

 

 

 

 

6月から駅頭活動を再開しました。木

曜日は相鉄線沿線各駅、金曜日は地下

鉄沿線各駅でおこなっています。 

 

 

 

 

 

朝顔ほうずき市は

規模を縮小して開

催されました。風

の強い中でした

が、ピンクの朝顔

を購入しました。 

横浜市会議員               プロフィール 

（泉区）   
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【2020 年度】 

常任委員会：温暖化対策・環境創造・資源循環                    

特別委員会：減災対策推進委員会(委員長) 

会 派：政調会会長 

その他：横浜市防災会議委員・ 

横浜市国民保護協議会委員 

１９５９年１月 大阪で生まれる 

１９７９年 小学校教員生活スタート 

 桂台小学校・中田小学校・深谷台小学校 

和泉小学校・緑園東小学校で勤務 

２０１０年 初当選を果たす 

   現在四期目活動中！ 

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です！！ 

シフォンケーキやプリンが絶品の「ジョイカンパニー」の、4カ所目

の事務所「J4 りぴーと」の内覧会に出かけました。長後街道中田中学

校入り口交差点入ってすぐです。J4りぴーとは喫茶もあり、まだまだ

活動を広げていきたいという夢を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

いずみ中央駅前高架下でスタートした「みんなの絵本のおうち」へ。絵本の「心に寄り添い癒す

力」を生かし、笑顔と幸せが溢れる幅広い交流の場を目指したいという、地域ボランティアの思い

を感じ、ランチプレートをいただいた後、絵本の読み聞かせを聞いて癒しの力を浴びました。 

【お知らせ】 

毎年行ってまいりました後援会行事 

「ふもと理恵夏祭り」「ふれあいバス旅行」は、 

中止とさせていただきます。 


